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焼物のおかげで

　お茶もできました

吉田地区公民館

柳　　一徳さん（高島2）

肇
嶺

繊

謙

　焼物と盆栽を始めて4、5年になります。茶わ

んや皿などを人にやるとありがたがられます。近

くのお寺で「お茶」もやっています。夏・冬用の

茶わん、建水など、なつめ以外は自分で作ったも

のです。お茶ができるなんて思ってもみなかった

ことです。これは焼物教室のおかげですかね。

　いろんな催しや教室などが開かれますが、目に

つくのは婦人や老人です。でも6月にあった「地

域活性化」を内容とした会には、おおぜいのお父

さんが集まりました。何かをまとめたり、引っぱ

ったりする力は、やはり男性が絶大です。男性の

参加が増えれば活動もまだまだ広がると思います。

甥

男性が増えれば

　活動も広がります

水沢地区公民館

上村シズエさん（土市D

活動の拠点は

もっばら地区館です

飛渡地区公民館

橋本　幸栄さん（新水）

　みんなの職場が地区外ですから、地区での生活

にズレがでるんです。そんなこともあり地元をゆ

っくり考える時間をもとうと、若手で「地域おこ

し青年会議」という会を組織しました。活動の拠

点はもっぱら地区館です。事業の際、知らない部

分などの助言もしてもらい大助かりです。
，姦

　手芸、大正琴で月2回ずつ通っています。部屋

はきれいで広く、とてもありがたいと思っていま

す。去年の冬、講堂をゲートボールに使わせても

らいましたが、薄い敷き物ですからうまくいきま

せんでした。人口芝でもあればできるのではない

でしょうか。冬は体を動かす機会がないんです。

量

鞍

、霧

．1

雛嚢

冬、ゲートボールに

　　　　利用できれば

川治地区公民館

品川　トリさん（山本3）

「出前講座Jは

　すばらしいですね

中条地区公民館

岩田清吉さん（中条旭町）

　お花、料理、俳句、版画などの教室に参加して

きましたが、参加者が少なくもったいないですね。

例えば、参加した人が近所に帰って教え合うシス

テムをつくるとか、魚屋さんや肉屋さんに先生に

なっていただいて1日料理教室を開くとか。時間

もとりませんし、ご婦人も参加しやすいめでは。

　地区館の運営委員になって約10年です。日ごろ

感じていることが3つあります。青年層の参加・

利用度が少ないこと。地区全体にかかわる講座や

講演会などが欲しいこと。もうひとつは各地の集

会施設での「出前講座」の開催。これは地区館の

利用者を増やすためにも続けるべきです。

　　繍　　　瀦

参加した人が
教え合うシステムを

六箇地区公民館

柳　　敏子さん（麻畑）

気楽に使える

「茶の間」の雰囲気です

下条地区公民館

村山　良夫さん（為永）

璽

　体育協会でよく利用しますが、満室のこともし

ばしばでホールを使ったりしています。地区館の

良さは、気楽に使える「茶の間」的な雰囲気です。

欲を言えば、広い駐車場があればと思います。地

区全体の会議があるとお手上げですね。地区も広

く、遠い人はどうしても車になりますから。
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、

　
ま
さ
に
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
…
…

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
、
．
水
月
庵
（
昭

和
町
三
）
に
間
借
り
を
し
て
公
民
館
が

開
館
し
、
今
年
で
満
四
十
年
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
本
館
、
地
区
館
、
分
館

で
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
学
習
・
文
化
活

動
の
拠
点
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
十
一
月
七
日
に
は
「
公
民
館
設
置
四

十
周
年
記
念
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
集
会
二
日
前
の
五
日
に
は
、
優
良

公
民
館
と
し
て
三
回
目
の
文
部
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
、
私

た
ち
と
公
民
館
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
表
紙
と
こ
こ
二
、
三
浴
で
は
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
の
声
と
公
民
館
活
動
の
内

容
を
、
つ
ぎ
の
四
、
五
警
で
は
、
記
念

集
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
四
十
年
の

あ
ゆ
み
（
年
表
）
を
と
り
あ
げ
て
み
ま

し
た
。

講
座

世
代
こ
と
の
『
生
涯
教
育
』
を
し
て
い
ま
す

　
市
内
を
八
地
区
に
分
け
て
、
本
館
、

地
区
館
（
七
）
、
分
館
（
二
十
九
）
の

合
わ
せ
て
三
十
七
の
公
民
館
で
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
生
涯
教
育
時
代
を
迎

え
て
い
る
今
日
の
公
民
館
に
求
め
ら
れ

て
い
る
役
割
は
、
時
代
と
と
も
に
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学

習
活
動
等
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
生
涯
の

各
時
期
を
対
象
と
し
た
教
室
、
学
級
、

講
座
や
、
図
書
活
動
（
図
書
室
、
自
動

車
文
庫
”
こ
だ
ま
号
”
な
ど
）
、
芸
術
・

文
化
活
動
（
市
美
術
展
、
公
民
館
ま
つ

り
、
文
化
祭
、
市
民
音
楽
祭
な
ど
）
等

の
幅
広
い
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
で
も
が
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る

教
室
、
学
級
、
講
座
が
毎
日
の
よ
う
に

本
館
、
地
区
館
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
本
館
を
み
て
み
ま
す
と
ー

　
■
幼
・
少
年
粋
本
に
親
し
む
「
お

話
の
へ
や
」
、
夏
休
み
に
い
ろ
ん
な
こ

と
を
体
験
す
る
「
チ
ビ
ッ
子
公
民
館
」

　
■
青
年
ー
映
画
鑑
賞
、
絵
画
、
焼

物
、
写
真
、
演
劇
、
な
ど
の
コ
ー
ス
が

あ
る
県
内
唯
一
の
「
青
年
学
級
」

　
■
婦
人
H
年
金
、
老
人
心
理
、
介

護
な
ど
老
人
問
題
を
学
ぶ
「
婦
人
学
級
」

　
■
家
庭
匹
子
育
て
や
思
春
期
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
接
し
方
を
考
え
る
「
家

庭
教
育
学
級
」

　
■
成
人
“
く
ら
し
の
健
康
・
法
律
、

食
べ
も
の
、
家
庭
・
地
域
新
聞
な
ど
を

学
ぶ
「
成
人
講
座
」
や
跡
取
り
問
題
を

考
え
る
「
市
民
大
学
講
座
」

　
■
老
人
1
1
焼
物
、
俳
句
、
詩
吟
、

写
真
な
ど
を
楽
し
む
「
高
齢
者
学
級
」

　
本
館
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け
盛
り
だ
く

さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
◇

　
一
人
ひ
と
り
が
、
職
場
や
学
校
を
離

れ
て
公
民
館
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は

何
か
し
ら
得
る
も
の
が
あ
る
は
ず
で
実

今
回
お
話
を
う
か
が
っ
た
皆
さ
ん
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
講
座
、
通
信
教
育
が
盛
ん
な

の
も
生
涯
教
育
が
大
切
だ
か
ら
こ
そ
で

し
ょ
う
。
ぜ
ひ
一
度
、
公
民
館
と
か
か

わ
り
を
も
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
何
か
が
生
ま
れ
ま
す
。
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蒋　集／公属館は融んなの『藁の閏』

技術よりも
趣味、健康づくりです

小
海

南さ
　ん

　1年目は焼物づくりと星座

観察、2年目はおじいちゃん

とわらじづくり、3年目はお

ばあちゃんとカキッポやあん

ぷづくり。みんな初めて体験、

ほかの学校の人とも友だちに

なれた楽しい「チビッ子公民

館」でした。来年は中学生、

中学生も参加できる「デカッ

子公民館」ができないかな。

　高齢者学級で焼物と写真を

やってます。圧倒的1こ女性が

　　　　　　　　ア多いんです。よく誘いますが

「不器罵だから」と言うんで

すね。だから私は「技術より

も、趣昧づくり、健康づくり

です」と言うんです。時々、

青年学級などの若い人との交

流の機会があればより充実し

た学級になると考えています。

できないかな
　「デカツ子公民館」

翫

瓢

話題性のある
コ・一スも考えてみたら

庭
野
加
奈
子
さ
ん

（
田
中
町
西
　
十
小
6
年
）

　成人講座の焼物です。何年

もやっている人もおり、教え

てもらえるという反面、作品

づくりの内容が違い戸惑いも

　婦人学級が7月で終わり、

今は成人講座黙くらしの健康。

に出ています。茶飲み話にす

ると、「私もいけばよかった」

と言う人がいるんですが、講

座は難しいという先入観があ

るんです。P　R方法の工夫も

必要じゃないでしょうか。図

書室もよく利用しますが、も

う少し広ければと思ってます。

感じています。参加資格を区

切ることも考えてみたらどう

でしょうか。それに話題にな

っているもの、例えば「超電

導」などのコース。参加者層

が広がるように思いますが。

PR方法の
，工夫も必要でしよう

学級の運営
　　分散で、新鮮さを

酒
井

」
さ
ん

町
1
）

　キャンプがしたくて青年学

級に入りました。コースは映

画鑑賞です。就職して2年目、

初めての職場が十日町でした

から（新潟市出身）、学級の

友人に仕事先などで会うとう

れしいですね。学級の運営で

すが、少数の1人が仕事を・かか

えるのでなく分散すれば≧感

じます。新鮮さがでますよね。

3　とrお．ガ夢3昭和62年12月10日

本館（費57－5011）と「翔炎（しようえん）」の像

全
国
で
も
ま
れ
な

　
　
　
　
3
回
目
の
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
る

　
今
年
の
優
良
公
民
館
（
全
国
三
十
五
　
　
胎
児
、
幼
児
、
児
童
問
題
を
話
し
合
っ

館
）
と
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
、
五
十
　
　
た
「
家
庭
教
育
学
級
」
の
活
動
等
が
認

三
年
に
つ
づ
い
て
全
国
で
も
ま
れ
に
み
　
　
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

る
三
回
目
の
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
　
　
　
と
も
す
れ
ば
参
加
者
は
聴
く
だ
け
に

し
た
。
表
彰
式
は
十
一
月
五
日
、
東
京
・
　
　
な
り
が
ち
な
中
、
　
「
聴
く
学
習
か
ら
話

国
立
教
育
会
館
で
行
わ
れ
、
梧
沢
公
民
　
　
し
合
い
、
調
べ
、
ま
と
め
る
学
習
へ
」

館
長
と
樋
口
熊
蔵
公
民
館
運
営
審
議
会
　
　
と
方
法
を
変
え
な
が
ら
活
動
の
効
果
を

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
昨
年
進
め
ら
れ
た
　
　
　
本
館
と
地
区
館
が
す
べ
て
独
立
し
た

老
後
問
題
を
考
え
た
「
婦
人
学
級
」
や
　
　
施
設
、
運
営
方
法
、
数
多
い
事
業
な
ど
、

鵡灘鍵

雛蟹、

皆さんとても熱心（家庭教育学級）

人
口
比
か
ら
み
る
と
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
公
民
館
活
動
だ
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。



司会／桑原昭三さん

（梛』離径）

　
私
た
ち
の
生
活
に
情
報
化
、
国

際
化
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
入

り
込
ん
で
く
る
今
、
こ
れ
か
ら
の

「
公
民
館
の
姿
」
は
非
常
に
難
し

い
問
題
で
あ
り
、
ま
た
問
う
べ
き

大
切
な
課
題
で
す
。
四
人
の
先
生

に
四
十
年
を
振
り
返
り
、
将
来
を

展
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

どう生かすか

褒

▲飛護地区館（費59－2032）

▲中条地区館（盈52－2748）

　
昭
和
二
十
一
年
に
国
が
示
し
た

民
館
運
営
の
し
お
り
」
に
よ
れ
ば
、

民
館
は
①
住
民
の
親
ぼ
く
を
図
る
社
交

の
場
②
文
化
・
教
養
を
深
め
る
学
習
の

場
③
地
域
振
興
を
担
う
拠
点
と
さ
れ
、

当
時
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
「
公
民
館
運

れぞ佐野良吉さん
壁（響毅3輩）
公公

動
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　
公
民
館
草
創
期
の
特
色
は
地
域
振
興

の
拠
点
、
町
づ
く
り
の
母
体
に
な
る
ん

だ
と
い
う
考
え
方
が
強
く
だ
さ
れ
て
い

た
気
が
す
る
。

　
開
館
早
々
、
　
「
十
日
町
の
未
来
図
」

と
題
し
、
太
洋
紙
に
施
設
、
道
路
、
流

雪
溝
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト
化
し
た
十
年
後

の
町
づ
く
り
を
掲
げ
た
。
町
づ
く
り
の

一
つ
の
成
果
が
、
雪
ま
つ
り
だ
と
思
う
。

　
社
会
教
育
法
が
制
定
、
公
民
館
の
社

▲川治地区館（姪52－2223）

会
教
育
施
設
と
し
て
の
性
格
付
け
が
だ

さ
れ
、
公
民
館
運
動
と
い
う
言
葉
が
薄

れ
て
き
た
。
個
々
の
市
民
の
学
習
活
動

の
場
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

地
域
の
中
の
公
民
館
で
あ
り
、
公
民
館

活
動
で
あ
る
。
地
域
の
共
通
の
課
題
を

み
ん
な
と
一
緒
に
な
っ
て
学
習
し
、
よ

り
よ
い
市
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
施

設
等
の
充
実
と
職
員
の
養
成
に
つ
い
て

は
十
分
に
配
慮
い
た
だ
き
た
い
。

雑
蜘
釧
プ
靴
訟
艶
騨
銘
非
計
蜂
締
執
轍
締
郵
詠
鞠
襲

ん
〉

さ
会
住

　
興
在

ナ
振
市

　
育
潟

、
　
教
新

ノ
人
　
、

橋
簾
飯

　
　
ハ
　
の

高
（

　
昭
和
二
十
三
年
か
ら
四
十
年
ま
で
、

県
教
育
委
員
会
で
成
人
教
育
を
担
当
し

た
。
こ
の
間
、
調
査
研
究
な
ど
に
際
し

て
資
料
提
供
を
は
じ
め
大
変
に
お
世
話

に
な
っ
た
。
資
料
が
と
て
も
よ
く
整
理

さ
れ
て
い
た
。
公
民
館
が
優
れ
た
あ
ゆ

み
を
続
け
て
き
た
理
由
は
、
一
つ
は
地

区
館
の
設
置
、
一
つ
は
専
任
職
員
の
配

置
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
十
日
町
市
公
民
館
の
こ
れ
か
ら
の
「
婦

人
教
育
の
生
き
方
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
に
、
婦
人
教
育
は
婦
人
に
か
か
わ

る
諸
問
題
を
解
決
し
て
い
く
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
十
日

町
で
も
地
域
に
合
っ
た
講
演
会
、
学
級

講
座
な
ど
を
開
い
て
き
た
が
、
も
う
ひ

と
つ
掘
り
下
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
こ
れ
な
ら
、
私
は
勉
強
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
気
持
ち
を
向

け
さ
せ
る
努
力
だ
。
地
域
の
し
き
た
り
、

子
ど
も
の
教
育
、
老
後
の
生
活
な
ど
、

い
ろ
ん
な
問
題
の
中
か
ら
「
こ
れ
を
私

た
ち
は
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
る
グ
ル

ー
プ
づ
く
り
で
あ
る
。
そ
し
て
グ
ル
ー

プ
同
士
が
交
流
し
、
協
力
し
合
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
十
日
町
が
、
公
民
館
が
も

っ
と
伸
び
て
い
か
れ
る
よ
う
な
気
が
し

て
い
る
。

　　　　　　　　　ゆみ　　　　　　灘40編

水月庵公民館（26年1月）

年
・
月
　

で
き
ご
と

22

・
11
▼
十
日
町
公
民
館
を
昭
和
町
3
．

　
　
　
　
水
月
庵
に
開
館
す
る

23

・
3
▼
青
年
講
座
（
現
在
の
青
年
学

　
　
　
　
級
）
を
開
設
す
る

24

・
2
▼
下
条
、
吉
田
、
水
沢
、
中
条
、

　
　
～
　
六
箇
、
川
治
に
公
民
館
（
現

　
　
4
　
在
の
地
区
公
民
館
）
を
開
館

　
　
　
　
す
る

　
　
1
1
▼
優
良
公
民
館
と
し
て
県
教
育

　
　
　
　
委
員
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る

26

・
～
▼
文
部
省
よ
り
青
年
学
級
の
研

　
　
　
　
究
指
定
を
受
け
る

　
　
1
1
▼
県
教
育
委
員
会
指
定
の
公
民

　
　
　
　
館
研
究
発
表
会
を
開
催
す
る

29

・
6
▼
飛
渡
地
区
館
を
開
館
す
る

33

・
～
▼
文
部
省
よ
り
婦
人
学
級
開
設

　
　
　
　
の
委
嘱
を
受
け
る

34

・
～
▼
N
H
K
よ
り
テ
レ
ビ
研
究
の

　
　
　
　
委
嘱
を
受
け
る

38

・
1
1
▼
青
年
学
級
が
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
よ
り
表
彰
さ
れ
る

41

・
9
▼
青
年
学
級
誌
「
炎
」
が
文
部

4



凋￥

四

　／1月7日＼市民会館ホールで公民館設置40周年記念集会が行われ

ました。／部・記念式典では＼長年務められた講師の皆さん＼永年

勤続役・職員（4団体9個人）に感謝状が贈られました。

　つつく2部では、公民館活動に深いかかわりをもつ4人の皆さん

による「公民館40年のあゆみを明日にどう生かすか」と題した記念

シンポジウムが開かれました。発言要旨をお知らせします。

ー
馳
鐵
靴
密
詣
誌
靴
鍵
漣
営
絶
持
錫
靴
雛
流
け
執
諺

ん

さ
）

夫
縞

達
鶉

村
僅
一

田

　
開
館
以
来
、
地
域
に
と
け
込
ん
だ
活

動
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
今
日
の
公
民

館
を
つ
く
り
上
げ
た
。
各
地
域
で
公
民

館
は
一
つ
の
寄
り
所
、
学
習
・
文
化
活

動
の
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

地
区
館
中
心
の
地
域
に
密
着
し
た
運
営

は
、
今
後
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
る
べ
き
だ
。

こ
の
こ
と
を
ま
ず
思
う
。

　
つ
ぎ
に
公
民
館
事
業
の
中
核
に
青
年

学
級
が
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
に
青
年

学
級
振
興
法
が
で
き
、
各
地
の
公
民
館

が
画
一
的
に
な
っ
て
い
っ
た
中
、
十
日

町
の
実
情
や
青
年
た
ち
の
生
活
実
態
に

合
わ
せ
た
手
づ
く
り
の
学
級
を
進
め
て

き
た
。
今
で
は
県
内
唯
一
と
い
う
青
年

学
級
も
来
年
は
四
十
年
を
迎
え
る
が
、

学
ん
だ
七
千
人
の
人
た
ち
と
大
い
に
祝

う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　
四
十
周
年
と
い
う
節
目
に
当
た
り
、

も
う
一
度
地
域
を
見
つ
め
て
、
各
地
域

の
実
態
と
課
題
の
中
か
ら
事
業
を
組
み

立
て
る
努
力
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
初

心
を
忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
域
性
こ
そ
が
公
民
館
の
生
命
で
あ

る
。
各
地
区
で
「
味
自
慢
」
な
ど
の
特

産
づ
く
り
運
動
も
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
こ
か
ら
ま
た
地
域
の
活
性
化
が

生
ま
れ
て
く
る
と
感
じ
て
い
る
。

集／公属館はのん亀の「茶の閏』

教
育
の
仕
事
は
「
白
年
の
計
」
、
時
問
が

ヤ
　
　
　
ヤ

カ
カ
る

横山　宏さん
（墨黒麓響

　
十
日
町
市
公
民
館
と
の
か
か
わ
り
は

昭
和
三
十
年
か
ら
。
こ
こ
で
社
会
教
育

と
農
村
の
勉
強
を
す
べ
て
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
当
時
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
文

を
書
く
こ
と
を
勧
め
て
い
た
「
生
活
記

録
の
運
動
」
に
は
心
う
た
れ
た
。

▲下条地区館く姪55－2004）

　
私
が
今
ま
で
の
か
か
わ
り
の
中
で
学

ん
だ
こ
と
は
①
他
市
町
村
の
公
民
館
で

は
原
点
が
崩
れ
て
き
て
い
る
中
、
頑
固

な
ま
で
に
原
則
を
守
っ
て
き
た
こ
と
。

②
青
年
を
大
切
に
し
、
育
て
て
き
た
こ

と
。
③
地
区
館
の
設
置
な
ど
、
財
政
事

情
の
厳
し
い
中
で
初
期
の
計
画
を
焦
ら

ず
着
実
に
進
め
て
き
た
こ
と
。
④
全
館

に
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
⑤

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
た
よ
り
な
ど
、
資
料

活
動
が
優
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

吉田地区館（饗52－2874）

▲六箇地区館（盈52－5434）

　
最
近
、
ど
こ
の
公
民
館
も
同
じ
．
顔
”

に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
十
日
町
だ
け

は
独
自
の
”
顔
”
を
持
ち
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
こ
の
数
年
来
、
行
政
改
革
で
公
民
館
、

社
会
教
育
行
政
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
教
育
の
仕
事
は
昔
か
ら
「
人
を

た
つ
る
の
は
百
年
の
計
」
と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
教
育
は
時
間
が
か
か
り
、

手
抜
き
が
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
直
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
．
搬
懸
懸
　
　
　
罷

　
　
　
　
艶
鰯
　
　
鍔

　
　
　
　
醸
鍵
懸
　
　
　
　
　
　
　
　
■
（

　
　
　
　
心
“
”

　
　
　
．
｝

　
　
　
　
職

　
　
　
獄
．
鱒
欝
、
沢

　
　
　
鎌
羅
鱒
．
、
水

　
　
　
盤
灘
灘

　
　
　
撒
懸
＝
　
　
　
　
▲

　
　
　
　
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
る

　
　
9
▼
ジ
ュ
ニ
ア
青
年
学
級
誌
「
あ

　
　
　
　
ら
波
」
が
全
国
青
年
学
級
振

　
　
　
　
興
協
議
会
賞
を
受
け
る

　
　
η
▼
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
大

　
　
　
　
臣
表
彰
を
受
け
る
（
一
回
目
）

46

・
9
▼
十
日
町
公
民
館
が
竣
工
す
る

47

・
3
▼
「
十
日
町
の
社
会
教
育
」
第

　
　
　
　
一
集
を
発
行
す
る

　
　
4
▼
公
民
館
利
用
団
体
連
絡
協
議

　
　
　
　
会
が
発
足
す
る

　
　
8
▼
第
2
1
回
中
越
公
連
研
究
大
会

　
　
　
　
を
開
催
す
る

　
　
8
▼
飛
渡
地
区
館
が
竣
工
す
る

49

・
8
▼
自
動
車
文
庫
「
こ
だ
ま
号
」

　
　
　
　
が
巡
回
を
始
め
る

50

・
1
2
▼
中
条
地
区
館
が
竣
工
す
る

52

・
2
▼
川
治
地
区
館
が
竣
工
す
る

　
　
1
1
▼
公
民
館
設
置
3
0
周
年
記
念
式

　
　
　
　
典
を
挙
行
す
る

52

・
1
2
▼
下
条
地
区
館
が
竣
工
す
る

53

・
7
▼
青
年
学
級
「
演
劇
コ
ー
ス
」

　
　
　
　
が
全
国
青
年
大
会
で
創
作
脚

　
　
　
　
本
賞
を
受
け
る

　
　
1
1
▼
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
大

　
　
　
　
臣
表
彰
を
受
け
る
（
二
回
目
）

55

・
8
▼
吉
田
地
区
館
が
竣
工
す
る

56

・
3
▼
六
箇
地
区
館
が
竣
工
す
る

60

・
1
1
▼
水
沢
地
区
館
が
竣
工
す
る

62

・
1
1
▼
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部
大

　
　
　
　
臣
表
彰
を
受
け
る
（
三
回
目
）

　
　
1
1
▼
公
民
館
設
置
4
0
周
年
記
念
集

　
　
　
　
会
を
挙
行
す
る

5と・お．ガ夢3昭和62年12月10日



さ
ら
に
整
備
さ
れ
て

　
　
　
　
ズ
キ
ー
場
』
が
オ
ー
プ
ン

　ナイタースキーを楽しもう　　　　　　　　12月12日㊤オープン

　今シーズンからr中級コース」ができました。ナ　　　第2ゲレンデと4人乗りクワットリフトのある第

イターも全コースでできます。　　　　　　　　　　4ゲレンデを造成、雪質も県内トップクラス・一段

窺間い合わせ十日町リフト㈱（智57－5886）か体　　とダイナミックなスキーが楽しめます・

育課（費52－4377）へ。　　　　　　　　　　　　　　窺問い合わせ　当間スキー場（智58－3291）へ・

リフト料金

1回券 200円、300円、400円

11回券 2，000円

1日券 3，500円

　　「無料送迎バス」ご利用ください

　運行期間＝・■12月28日（月）～63年1月3日（日）までの

毎日■1月4日（月）～3月31日㈲の間の日曜日・祭日

　運行区間＝十日町駅～本町3～本町2～本町1～

山本4～川治小学校前～大黒沢～伊達上口～土市駅

角～当間入口～当間スキー場

十日町駅前発 当間ゲレンデ着 当間ゲレンデ発 十日町駅前着

8：30 8：55 15：00 15：25

10：30 10：55 17：00 17：25

リフト料金

1回券 130円

17回券 2，000円

1日券 3，000円

　
　
　
q
　
q
　
　
q
　
ノ

　
　
　
、
》
！
　
　
、
）
ノ
　
　
　
ス
　
　
　
“

　
　
ぐ
y
級
っ
￥
　
　
、

簸
　
　
う
許
・
　
“
　
　
　
ぢ

　
　
〆
・
ゆ
　
、
　
専
ノ

　
　
　
　
　
．
位

　
パ
ノ
ラ
マ
第
2
リ
フ
ト
で
、
民
宿
の

玄
関
先
ま
で
快
適
に
滑
れ
る
温
泉
ス
キ

ー
が
楽
し
め
ま
す
。

　
鐡
交
通
　
上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場

か
ら
リ
フ
ト
乗
り
継
ぎ

　
窺
施
設
　
リ
フ
ト
ー
基

　
窺
間
い
合
わ
せ
　
上
越
国
際
当
間
ス

キ
ー
場
（
智
5
8
－
3
2
9
1
）
へ
。

　
家
族
で
楽
し
め
る
ス
キ
ー
場
、
疲
れ

た
ら
暖
か
な
ロ
ッ
ジ
中
峰
で
ち
ょ
っ
と

一
休
み
で
す
。

　
窺
交
通
　
下
条
駅
か
ら
東
側
へ
徒
歩

で
1
5
分

　
窺
施
設
　
ロ
ー
プ
塔
3
基
（
土
・
日

祭
日
運
転
、
た
だ
し
団
体
の
場
合
は
平

日
運
転
も
可
）

　
寂
商
い
合
わ
せ
　
ロ
ッ
ジ
中
峰
（
暦

55

1
2
8
2
5
）
へ
。

畠
屍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
‘
ご
　
曝
　
、
恥
」

　
ゆ
る
や
か
な
斜
面
、
小
さ
な
子
ど
も

さ
ん
連
れ
に
は
う
っ
て
つ
け
の
ゲ
レ
ン
、

デ
で
す
。

　
窺
交
通
　
魚
沼
中
条
駅
か
ら
東
側
へ

徒
歩
で
1
5
分

　
窺
施
設
　
ロ
ー
プ
塔
2
基
（
土
・
日

祭
日
運
転
）

　
旗
商
い
合
わ
せ
　
ス
キ
i
場
（
智
5
7

1
3
4
7
8
）
か
魚
沼
酒
造
㈱
（
盈
5
2

－
3
0
1
7
）
へ
。

園

　
　
　
茜
諺
・
聖
ξ

鰭
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

團
魑
薗
⇔

囲
断
曜
禦
禁
灘
騒
灘

　
　
　
　
　
欝
、
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
饗

　
　
　
ぎ

　
　
　
鐵
　
　
　
　
　
羅

．
輪
蓼
綴
周

　
　
　
蔑
ペ
タ

6



繍
繋
灘

「第38回雪まつり」決算を報告します

　第38回雪まつりの決算（決算期間：61年8月1日～62

年7月31日）報告をします。収入5，416万4，681円、支出

5，387万5，230円となり、差し引き28万9，451円が繰り越さ

れます。第39回雪まつりは来年2月12・13・14日、準備

を進めています。来年もご協力ください。

「冬の十日町へぜひ」新宿駅東口広場で

新
宿
駅
、
渋
谷
駅
で

『
雪
ま
つ
り
』
『
ス
キ
ー
場
』
を
P
R

　
本
格
的
な
冬
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

「
雪
ま
つ
り
」
　
「
ス
キ
」
場
」
　
「
き
も

の
」
を
大
々
的
に
P
R
I
十
一
月
二

十
一
日
、
二
十
二
日
の
両
日
、
若
者
の

街
で
あ
る
新
宿
駅
東
口
広
場
と
渋
谷
駅

南
口
で
駅
利
用
者
を
対
象
に
観
光
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
、
観
光
協
会
、
旅
館
組
合
、
ス
キ

ー
場
、
ミ
ス
雪
ま
つ
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
十
三
人
は
、
雪
ま
つ
り
や
当
間
ス
キ

ー
場
な
ど
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
二

千
枚
）
を
配
布
。
ま
た
旅
館
組
合
の
ス

キ
i
宿
泊
割
引
券
（
四
千
枚
）
と
特
産

の
そ
ば
（
千
五
百
束
）
な
ど
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　
雪
ま
つ
り
と
ス
キ
ー
場
に
は
予
想
以

上
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

冬
は
き
っ
と
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
会
っ
た
と

き
は
、
十
日
町
ら
し
い
温
か
な
気
配
り

を
お
願
い
し
ま
す
。
訪
れ
た
人
へ
の
サ

ー
ビ
ス
は
、
ロ
コ
ミ
に
よ
り
キ
ャ
ラ
バ

ン
以
上
の
観
光
P
R
の
輪
が
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。

項　　目 決算額（円） 説　　　　明

収
　
　
　
　
　
入

委　　託　　料 19，400，000 市委託料

寄　　付　　金 20，190，000

負　　担　　金 7，400，000 織物組合より

雑　　収　　入 7，094，829 入場料、広告料ほか

繰　　越　　金 79，852 前回より

計 54，164，681

支
　
　
　
　
　
　
　
　
出

総　　務　　費 6，700，028
会議費、施設借用料、札幌交流費、ミス

雪まつりコンテスト、パネル製作費ほか

企　　画　　費 193，160 企画書ほか

宣伝部会費 3，286，110
パンフレット、ポスター、
広告料、テレビスポットほか

行事部会費 1，027，374
聖火リレー、前夜祭行事、

開会式ほか

ひろば部会費 2，796，710
ひろば保険料、

ひろば協賛費ほか

ヵ一ニバル部会費 36，000，000 企画演出費、会場製作費

雪の芸術展部会費 3，410，243
賞品、賞金、看板、

写真記録ほか

交通部会費 391，605 協力隊謝礼、交通看板ほか

食品衛生部会費 70，000 いっぷく広場、看板ほか

計 53，875，230

織
覇
辮
羅
偲

『
嚢
雛
㎜
　
驚
y

　繋i』

．露

擁騨　　　　　　汚謎聯刷！ψ

霧難

　　＝鐵　懸i・

　
　
　
　
ホ
　
ロ
た

蕎
蟻
．
響
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
集
讐

　
叢
　
　
、
　
乙
さ
目
部
を
．

　
　
　
　
　
　
も
の
㌔
も

㊨
雪
状
況
に
よ
り
、
今
冬
轟

時
的
に
一
方
通
行
に
な
り
ま
す

ま
た
運
転
を
す
る
と
き
は
安
全

か
つ
水
は
ね
な
ど
に
注
意
を
。

㊥
醗
轍
．
即
葺

し
「
し

↓
　
高
田
町

野長　
　
　
　
町

　
　
　
　
和

　
　
　
　
昭

本町型

駅
通
り
①

　
　
煎

翌」L」

e聾
　爵哩

本町酉墾　　十日町駅

e　＿一，＿

粟震

　
，
頓
薩
．
脳
　
燈

箏雪衆

庭鎌

7とおガ夢3昭和62年12月10日



上

鰻

雪・健康づくりフェア」が今月5・6日、

訪れました。今回は「めざせ克雪・つ

闘いは日ごろの健康づくりと体力づ

み合わせた企画。克雪会場では、

や実演が。一方、健康づくり会場

彰式や記念講演が行われました。

馨i翻離難騰難饗・懸簸潅灘

　　　講．麟

抽　選　会　番号の発表＼前に陣取った子どもたち

は「だれが当たったか」とキョロ，キョロ。今年の

一番の賞品は「スキー場民宿一泊招待」です。

▲克雪技術の展示会場　クロス10駐車場です。屋根

雪処理技術，最新鋭除雪機が会場全体に並びました。

▲あなたの体力挑戦コーナー握力￥肺活量￥腹

筋．横とびなど￥200人が挑戦しました。結果はコ

ンピュータが診断￥大半の万が「普通」でひと安

心。がんばったのはやはり子どもたちでした。

▲フェァヘようこそ　観迎門をく・ぐるとエアートラ

ンポリン￥ゴーカートなど子どもたちの楽しみ「え

んにちコーナー」￥そして大きなエアーゲートが。

ゲートの中は「克雪技術」がいっぱいです。

1〉積雪深予想　・、

コーナーさ
て来年は？今

までの積雪グ

ラフを見なが

ら……。あな1

たは何センチ。

▲屋根雪処理技術展示　26社が参加。雪下ろしからの解

放はみんなの夢。温水￥温風、電気によるシステムなど。

年々技術も進んできています。

最新鋭除雪機械展示　だれでもが使え

る小型除雪機は人気もの。今年は道

路除雪の大きな味万の大型除雪

　　機、歩道除雪機も。

8



▲歯科相談「ブラッシング」　歯みがきで大切な

のは歯のマッサージです。日ごろ，歯ブラシをく

わえただけでみがいたと思っている人はいません

か。75人の皆さんが正しい知識を身につけました。

▲健康づくり標語・弁当コンクール入賞者の表彰

たえず健康に関心をもっていただくために募集し

ました。多くの方から応募いただきありがとうご

ざいました。入賞者をお知らせします。（敬称略）

標語入賞者（応募作晶：340点）

にぎやかに陽穐克雪

部　　門 小学生の部 中学生の部 一一般の部

最優秀賞
太田　隆広
（東小6年）

樋熊奈美江
（中条中2年）

岩田喜恵子
（中条新田）

優秀賞
山口　真彦
（東小6年）

須藤　美幸
（中条中2年）

岡田トシエ
（中　　　町）

佳　　作
相崎　建志
（吉田小2年）

野上　朋美
（吉田中3年）

大島　勝巳
（上　　　原）

コンクール入賞者（応募作品：28点）

部　　門 一般のみ

最優秀賞
島田由紀子
（北鐙坂3）

優秀賞
徳永マスイ

（北新田3）

佳　　作
尾身　弘美
（中　　　平）

審・査員

特別賞

鈴木　幸子
（水　　　口）

市村　幸子
（西　寺　町）

▲優秀弁当展示　　「私も

作ってみようかしら」

雪に強い健康なまちづくりを目ざす「克

　クロス10を会場に行われ約1万人が
　　くろう健康」を合い言葉に、雪との

　　くりからとソフト・ハード面を組

　　　屋根雪処理技術、除雪機の展示

　　　　では健康づくり標語などの表

記念講演会　　r明日に生きる＝笑いと涙と希望の

人生ドラマ」と題し，女優の正司歌江さんが

　佃寺間半￥今日までの苦労話やエピソー

　　ドをお話しました。「人生，楽しい

　　気持ちで過ごせば必ずよいこと
　　　がありますよ」。1，200人の皆

　　　　さんが聞きいっていまし

　　　　　た。

》健康相談（内

科）　「先ごろ

の検診で、こん

なことを言われ

ましたが……」。

健康第一です。

定期的な検診、

これが大切なん

です。

．欝

▲みそ汁の試飲コーナー　「あら，このみそ汁おいし

いわ」。「わが家でもさっそく試してみましょう」。こん

な会話が聞かれます。

9　とおガ夢3 昭和62年12月10日



　10月24日、十日町発明協会（会長：星名甲子郎さん）の

30周年記念式典が開催されました。同協会は、昭和33年に

織物業界の技術向上を目的とした技術者が中心となり設立。

　30年間にわたり、地場産業の発展、小・中学校の児童・生

徒に対する教育に多大な貢献をしてきました。式典では、

会長から「雪国の暮らしに明るい話題が提供されその影響

は大です」と学校、事業所、個人などが表彰を受けました。

県下でも発明協会があるのは十日町だけ。その活躍により、

財団法人発明協会から十日町分会として認められました。

鵡鞭黙

十日町発明協会創立30周年記念式典

　　社団法人発明協会新潟県支部十巳町分会鷲可1

　　　　．▲、爆

■■閣曙㈱撚團胴■■匪」■■■■■■■暇駆魁　　　　　　　　¶■■■■■■　　雪　溝『一　・一｛轄　¢剛＝ン鞘冨脚漸

60年から4人の県知事表彰を生みました。

すごくのびる餅だ、うまいね！

蝿喉壕
　23日の勤労感謝に神宮寺境内で「大感謝祭」が行われま

した。これは四日町新田の地域活動を続ける若者（代表：

金子博明さん）が主催し、今年で7回目。

　当日は好天に恵まれてご家旅づれが集まり、午前10時か

ら観音堂でお経をあげた後、境内にゴザを敷いて餅と豚汁

のサービスに大喜び。

　集まったご婦人から「毎年、若い人が一生懸命やってく

れて子どもが楽しみにしていますて」と感謝の言葉が。雪

まつりとこの感謝祭は親ぼくを深める年中行事として根づき、

町内ぐるみで応援の手が差しのべられています。

　11月30日、東下組小学校（林寛二校長）願入分校（磯部

先生）の開校式が行われ、水落輝夫君（4年）と水落和博

君（同）の二人が分校生活に入りました。

　開校式では、林校長が「冬の安全を考え、いい先生に恵

まれ地域の人が喜んで応援してくれたので開校のはこびに

なりました。元気に頑張ってください」と話されました。

　二人からも「ぼくたちのために分校を開いてどうもあり

がとう。みんなと別れるのはさびしいけど勉強に頑張りま

す」と元気な声が。最後に全員で“願入分校のうた。を合

唱して子どもたちを励まし合いました。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
ヤ伝統ある願入っ子の開校式

　
「
も
う
け
る
こ
と
を
考
え
ず
、
コ
ッ

コ
ツ
と
や
っ
て
い
た
の
で
こ
こ
ま
で
…

…
」
と
つ
ぶ
や
い
た
石
沢
さ
ん
。
こ
の
言

葉
に
は
五
十
年
間
、
こ
の
道
一
筋
に
人

生
を
歩
ん
で
き
た
さ
わ
や
か
な
響
き
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
若
夫
婦
に
ま
じ
っ
て
「
前
掛
け
姿
、

か
ま
ど
に
向
う
姿
」
そ
の
身
の
こ
な
し

は
と
て
も
八
十
二
歳
の
お
年
寄
り
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
と

時
代
の
波
を
経
験
し
た
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
人
な
つ
っ
こ
い
目
が
。
こ
の
お
年

寄
り
の
ど
こ
に
喜
び
と
悲
し
み
が
眠
っ

て
い
る
か
と
思
う
柔
和
な
顔
。

　
石
沢
家
の
七
人
兄
弟
の
三
男
と
し
て

生
ま
れ
、
尋
常
小
学
校
を
出
て
す
ぐ
、

家
を
飛
び
出
し
東
京
へ
武
者
修
業
の
旅
．

そ
の
後
「
い
ち
か
ら
出
発
」
と
三
十
二

歳
の
時
、
帰
郷
し
て
い
ち
は
や
く
そ
ば

職
人
と
し
て
技
術
を
磨
き
、
小
じ
ん
ま

元気でやって

　　　います
石沢　邦由さん（82歳）

（土市3　智58－2077）

り
し
た
店
を
か
ま
え
る
夢
が
実
現
。

　
「
当
時
は
す
べ
て
手
づ
く
り
。
の
ん

び
り
し
た
い
い
時
代
で
し
た
。
い
ま
で

は
機
械
の
す
ご
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
設

備
が
整
う
の
に
つ
れ
、
若
夫
婦
の
頑
張

り
も
手
伝
っ
て
お
陰
さ
ま
で
お
得
意
さ

ん
も
増
え
て
い
ま
す
」
と
、
な
つ
か
し

そ
う
に
語
り
な
が
ら
笑
い
も
飛
び
出
し

ま
す
。

　
今
は
そ
ば
ゆ
で
の
お
手
伝
い
、
朝

目
が
覚
め
る
と
す
ぐ
湯
を
沸
か
し
て
一

日
の
準
備
。
　
「
私
か
ら
そ
ば
を
と
っ
た

ら
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
夢
我
夢
中
で
働

い
て
き
ま
し
た
。
職
人
気
質
も
変
わ
っ

た
な
あ
」
と
も
う
石
沢
さ
ん
の
出
る
幕

は
少
し
ず
つ
な
く
な
り
ま
し
た
と
話
し

ま
す
。

「
テ
レ
ビ
の
忠
臣
蔵
や
水
戸
黄
門
を
見

る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
石
沢
さ
ん
の

目
は
遠
い
昔
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

ユ0



みなさんと一緒につくるぺ一ジです。

楽しい話題や出来事、また「こんなことを取

り上げて」といったご意見など、何でもお寄

せください。

取材や写真撮影が必要なものは、連絡をいた

だければお伺いします。

連絡は一総務課文書広報係（盈57－3111内
線213、214）

⇔　　青年学
　　絵画コー

連絡先：青山明子

　（袋町西盈57－85’

　
私
た
ち
、
青
年
学
級
絵
画
コ
ー
ス
に

は
、
十
二
月
三
日
現
在
、
男
女
含
め
十

二
人
在
級
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は

月
初
め
に
計
画
を
立
て
、
製
作
に
移
り

ま
す
。
今
年
一
年
間
に
製
作
し
た
作
品

で
す
が
、
個
人
で
は
油
絵
、
コ
ン
テ
画

、
デ
ッ
サ
ン
、
絵
本
等
。
ま
た
、
共
同

　
　
　
か
ら

で
卵
の
殻
に
よ
る
「
雪
上
力
i
ニ
バ
ル
」

の
モ
ザ
イ
ク
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
た
け
な
わ
の
折
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
っ
て
、
姉

妹
都
市
コ
モ
市
へ
送
っ
て
み
て
は
」
と

友
人
に
投
げ
掛
け
ら
れ
、
み
ん
な
で
作

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
十
日
町
市
が
コ

モ
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
る
こ
と

は
頭
の
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
実
生
活

上
で
は
全
く
交
流
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
を
贈
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
交

流
の
場
が
ふ
く
ら
め
ば
喜
ば
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
学
習
中
の
雰
囲
気
は
と
て
も
活
気
が

あ
っ
て
、
室
外
で
耳
を
傾
け
る
と
、
と

て
も
絵
画
コ
ー
ス
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

に
ぎ
や
か
で
す
。

　
平
均
年
齢
二
十
二
歳
。
腕
に
自
信
の

あ
る
方
、
そ
う
で
な
い
方
。
と
に
か
く

絵
画
が
好
き
だ
と
い
う
方
。
い
つ
で
も

見
学
が
て
ら
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。交流の輪をのせて、さわやかなごあいさつ

　　　　　　　麟　　　　　蝋　　　　簸　　　襲

織
生の橘報源

Nα2

地
域
づ
く
り
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

「
妻
有
塾
（
尾
身
伝
吉
代
表
）
」

『
灘
獅

鱒
して

』
『
地

　
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
若
者

　
「
妻
有
塾
」
は
、
三
年
前
に
吉
田
地

区
公
民
館
で
開
か
れ
た
「
第
三
回
星
ま

つ
り
・
星
空
の
下
の
村
づ
く
り
・
町
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
き
っ
か
け
で

で
き
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
塾
の
ね
ら
い
は
、
　
“
だ
れ
の
た
め
で

も
な
く
自
ら
の
生
き
方
と
し
て
地
域
づ

く
り
を
考
え
、
新
し
い
時
代
を
作
ろ
う
”

と
村
づ
く
り
を
自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
と
ら
え
、
進
め
て
い
く
こ
と
で

す
。

　
会
員
は
二
十
人
。
職
業
、
年
齢
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

気
持
ち
は
人
一
倍
以
上
の
者
の
集
ま
り

で
す
。
嫁
不
足
問
題
な
ど
山
積
す
る
課

題
が
た
く
さ
ん
。
た
だ
、
行
政
に
任
か

せ
る
だ
け
で
い
い
だ
ろ
う
か
。
今
だ
か

ら
こ
そ
本
気
に
な
っ
て
我
々
の
住
む
こ

の
地
域
を
考
え
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
の
パ
ワ
ー
を
中
央
に

　
数
ヵ
月
に
一
度
の
割
合
で
会
を
開
き
、

各
地
で
村
づ
く
り
を
進
め
る
人
た
ち
と

情
報
交
換
を
行
い
、
議
員
や
企
業
経
営

者
を
招
い
て
の
講
演
会
は
塾
生
に
と
っ

て
実
り
多
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
理
論
」
よ
り
．
「
行
動
」
を
と
「
稲

刈
り
ッ
ア
ー
」
に
。
都
会
に
田
舎
の
商

品
を
売
り
込
も
う
と
年
数
回
、
東
京
の

街
中
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
ふ
る
さ
と
物

産
展
を
開
く
塾
生
も
い
ま
す
。

　
今
年
二
月
、
安
塚
町
の
主
催
で
東
京
・

後
楽
園
球
場
で
行
わ
れ
た
雪
の
イ
ベ
ン

ト
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
方
の
パ

ワ
ー
を
都
会
で
試
そ
う
と
す
る
動
き
が

大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
に
暮
ら
す
人
々
の
意
気
込
み
や

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
伝
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
　
「
都
会
」
あ
る
い
は
「
中
央
」

に
地
方
の
存
在
価
値
を
高
め
、
本
当
の

意
味
で
の
「
地
方
の
時
代
」
が
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
時

だ
か
ら
こ
そ
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
て
い
き
、
よ
り
し
た
た
か
に
た
く
ま

し
く
生
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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痂御所でプ。

「　くさんの万々からご協力をいただ

とり川田政春さん（馬場3）と吉田

た。

　市税の仕事を進めるうえで．た

いています。そこで納税組合長のひ

実・税務課長にお話していただきまし

身
近
な
と
こ
ろ
で

　
　
　
役
立
っ
て
い
ま
す

川
田
　
税
は
私
た
ち
市
民
が
安
全
で
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
日
ご

ろ
、
税
の
役
割
や
し
く
み
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
も
つ
こ
と
が
、
大
切
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
田
　
そ
う
で
す
ね
。
　
「
税
は
わ
か
り

に
く
い
」
と
い
う
声
を
お
聞
き
し
ま
す

け
ど
、
税
務
課
は
で
き
る
限
り
市
民
の

皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
努

力
を
し
て
い
ま
す
。

川
田
　
こ
れ
を
機
会
に
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

吉
田
　
「
税
」
は
身
近
な
例
を
み
て
も

道
路
、
下
水
道
、
学
校
、
公
園
な
ど
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
さ
れ
る
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
豊
か
な
生
活
を
維
持
す
る
た

め
に
市
民
生
活
の
基
盤
を
築
く
大
切
な

財
源
で
す
。

川
田
　
い
わ
ば
、
税
金
は
会
費
み
た
い

な
も
の
で
す
ね
。

吉
田
　
定
め
ら
れ
た
法
律
に
よ
っ
て
税

金
が
か
け
ら
れ
ま
す
し
、
納
税
の
義
務

も
あ
り
ま
す
。

　
　
い
ろ
ん
な
種
類
が

　
　
　
　
　
あ
り
ま
す

川
田
　
行
政
を
進
め
る
う
え
で
大
切
な

財
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
の

で
す
け
ど
、
市
の
税
金
は
ど
れ
く
ら
い

入
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
そ
の
使
い
み

ち
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川田政春さん

吉
田
　
八
月
二
十
五
日
号
の
市
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
六
十
一
年
度
の

一
般
会
計
決
算
で
歳
入
総
額
は
一
二
六

億
七
〇
一
七
万
円
で
市
税
が
二
五
・
八

％
（
三
二
億
六
六
六
六
万
円
）
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
市
民
税
が

四
六
・
一
％
（
一
五
億
八
〇
九
五
万
円
）

固
定
資
産
税
三
八
・
五
％
（
一
二
億
五

六
七
五
万
円
）
、
た
ば
こ
消
費
税
六
・

一
％
（
一
億
九
八
五
一
万
円
）
、
電
気

税
四
・
三
％
（
一
億
四
一
一
六
万
円
）
、

そ
の
他
五
・
○
％
（
一
億
六
二
一
五
万

円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
主
な
使
い
み
ち
は
児
童
、
老
人
、

心
身
障
害
者
の
た
め
の
社
会
福
祉
や
道

路
、
橋
、
公
園
、
学
校
、
公
営
住
宅
の

　
　
　
ほ

建
設
や
圃
場
整
備
、
一
般
経
常
経
費
（
人

件
費
・
物
件
費
な
ど
）
に
当
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

実課長田吉

川
田
　
税
金
に
は
、
ど
ん
な
種
類
が
あ

り
、
税
務
課
で
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
し

て
い
ま
す
か
。

吉
田
　
種
類
は
、
大
別
す
る
と
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。
税
務
課
は
、
市
民
税

係
、
固
定
資
産
税
係
、
管
理
収
納
係
の

三
つ
の
係
で
税
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　
市
民
税
係
は
、
市
民
税
の
課
税
や
農

業
所
得
標
準
の
作
成
な
ど
の
業
務
を
、

固
定
資
産
税
係
は
、
固
定
資
産
税
や
都
市

計
画
税
、
特
別
土
地
保
有
税
の
評
価
、

課
税
を
し
て
い
ま
す
。
管
理
収
納
係
は
、

市
税
や
国
民
健
康
保
険
料
の
徴
収
、
各

種
証
明
な
ど
の
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

　
納
税
は
社
会
参
加
の

　
　
　
　
　
第
一
歩
で
す

川
田
　
税
金
の
徴
収
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
滞
納
額
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
も
ん
で
す
か
。
あ
わ
せ
て
納
付
方

法
も
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

吉
田
　
で
き
る
だ
け
滞
納
を
少
な
く
す

る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
市
税
は
一
億

一
九
六
〇
万
円
、
国
民
健
康
保
険
料
は

一
億
一
四
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
税
金
の
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
未
納
の

場
合
は
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
お
送

り
し
ま
す
。
税
金
を
納
め
る
方
法
と
し

て
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
期
限

が
到
来
す
る
つ
ど
、
納
税
者
の
取
引
金

融
機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
に
よ
っ
て
納
め
る
便
利
な
方
法
で
す
。

　
納
税
者
に
納
付
の
督
促
を
し
、
そ
れ

で
も
な
お
、
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
催

告
書
を
送
り
ま
す
。
さ
ら
に
財
産
の
差

し
押
え
を
し
、
換
価
す
る
な
ど
の
徴
収

手
続
き
を
し
て
い
ま
す
。

川
田
　
最
後
に
一
言
お
聞
き
し
た
い
の

で
す
け
ど
毎
年
、
確
定
申
告
を
税
理
士

さ
ん
に
お
願
い
し
、
正
し
く
申
告
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
決
算
を
む
か

え
、
申
告
時
期
に
な
り
ま
す
ね
。

吉
田
　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
か
ら
税
の

意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
市

報
と
お
か
ま
ち
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
申
告
や
納
税
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
、
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
い

っ
そ
う
適
正
、
公
平
の
課
税
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

直　接　税 闘　　　接　　　税

所得税、法人税、相

続税、贈与税

酒税、たばこ消費税、砂糖消費税、揮発油税、地方道路税、石

油税、物品税、入場税、自動車重量税、印紙税、登録免許税など

普　　通　　税 目　的　　税

道
府
県
税

道府県民税、事業税、不動産取得税、道府

県たばこ消費税、娯楽施設利用税、料理飲

食等消費税、自動車税、狩猟者登録税など

自動車取得税、軽油引取税、

水利地益税、入猟税

市
町
村
税

市町村民税、固定資産税、軽自動車税、市

町村たばこ消費税、電気税、木材引取税、

特別土地保有税など

都市計画税、入湯税、事業所

税、国民健康保険税（料）など

国
　
税

地
　
方
税
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呂

手
軽
な
秋
の
材
料
で

9傍家沸材料（5人分）

で
き
ま
す

　
　
　
　
　
『

　
　
　
奪

　
　
　
　
1

　
　
　
　
’

●ウインナーソーセージ…1ノ忍ック

●カリフラワー……5009

●カレー粉……大さじ1

●サラダ油……大さじ3～4

●塩…小さじ1●酒…大さじ2

●コショウ……少々

●水……カップ者

●化学調味料……少々

佐藤キヨさん

（鐙箋湘

　
わ
が
家
で
採
っ
た
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
で

作
っ
て
み
ま
し
た
。
野
菜
ぎ
ら
い
な
お

子
さ
ま
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
作
り
方

①
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
切
り
、
よ
く
水
洗
い
し
ま
す
。

②
ウ
イ
ン
ナ
ー
は
、
先
の
と
こ
ろ
に
十

文
字
の
切
れ
目
を
入
れ
ま
す
。

③
厚
手
の
鍋
で
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
を
入
れ
ま
す
。
油
が
回
っ

た
ら
、
水
を
加
え
て
3
～
4
分
ふ
た
を

し
て
蒸
し
ま
す
。
そ
の
後
、
ウ
イ
ン
ナ

ー
を
入
れ
ま
す
。

④
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
が
好
み
の
柔
ら
か
さ

に
な
っ
た
ら
、
化
学
調
味
料
、
酒
、
コ

シ
ョ
ウ
、
塩
で
味
を
整
え
て
、
カ
レ
ー

粉
を
ふ
り
か
け
て
色
よ
く
仕
上
げ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
◆
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
い
た
め

る
時
、
焦
げ
や
す
い
の
で
火
は
弱
め
に

す
る
。
蒸
し
過
ぎ
る
と
歯
ご
た
え
が
な

く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
塑
　
　
　
　
　
一
　
ご
ー
〆

　黛鍵糊畿蝋織．、・、

鰹鎌灘

　
　
薮
。

郡

カレー味は子ども

大好き！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あい

　6人家族なの。カラオケが大好き。お父さんの

車で覚えるの。歌謡曲も歌えるよ。妹の香ちゃん

（／歳半）が大きくなったらデュエットするの。

　　飯塚　拓也くん（6歳）

　園に行くのが楽しいんだ。

ザリガニが侍ってるんだよ。

富井迫香子ちゃん（5歳）

あや飛びができるの。お姉ちゃんに教えてもらったの。

〆
ジ
・
　
・

司Fヤンハスだより

VoL9

西小学校
副ll・…校

自主、協同、進取

…
晶
体
験
学
習
を
通
し
て

　
収
穫
や
完
成
の
喜
び
、
感
動
を
大
切

…
に
し
、
教
室
で
の
学
習
の
中
に
生
か
し

…
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。

▼巨大カボチャ！

　なんと25K8です

▲＼＼ホッカ，ホッカ＼＼の気

　持ちを作文にします

　
一
年
生
で
は
「
い
も
焼
き
」
体
験
に

…
よ
る
作
文
指
導
を
、
三
年
生
で
は
巨
大

…
カ
ボ
チ
ャ
を
作
り
、
そ
の
驚
き
や
感
動

㎜
を
作
文
・
絵
画
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

晶
児
童
会
活
動
「
西
小
祭
り
」

　
児
童
会
主
催
の
「
西
小
祭
り
」
が
、

毎
年
十
一
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
地
区
ご
と
に
製
作
し
た
「
み
…

こ
し
」
、
学
級
ご
と
の
出
し
物
、
絵
、

全
校
児
童
・
先
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
、
…

子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
や
手
づ
く
り
…

に
よ
る
楽
し
い
祭
り
で
し
た
。

　地区の5つのみこしプラス先生み

こし合わせて6つのみこしがステー

ジに。かついで校内を4周します

晶
「
発
明
工
夫
」
全
国
展
で
も
入
賞

　
夏
休
み
中
に
作
ら
れ
る
発
明
工
夫
作

品
で
は
毎
年
、
全
国
展
に
県
か
ら
推
薦

さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
の
科
学
技
術
庁

長
官
賞
を
は
じ
め
、
す
ば
ら
し
い
成
果

を
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

▼「ハンガー

式乾燥機J

今年の全国

展に出品中

です

▲「弓1き戸．開き

　戸が両用できる

戸」6／年の科学

　技術庁長官奨励

賞の作品です
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市役所 盈57－3111 （〒948千歳町3－3）

　特別養護老人ホーム「三好園」建

設運営資金（／／目30日受け付け分ま

で）＝累計274町内．／4団体＼74個

人＼410法人から2，436万／，677円

■町内　旭ケ丘（96戸・77，000円）

■団体　十日町市中魚沼郡歯科医師

会（52万円）魚沼中条簡易保険海外

旅行交友会（30万円）・同婦人部会

（20万円）下条中学校第10回生一同

（45，320円）

■個人　長津公認会計士事務所（高

田町3南・1万円）

■法人　十日町地区二㈱上常商店、

㈱植木電気商会、㈱サウナ泉、㈲一

川酒店、㈲十日町紋章、㈱イチムラ

百貨店、岩崎電機㈱、㈱大清商店、

㈱エビスヤ、㈱ヤマダヤ、三井生命

保険湘）、㈲桃林堂、㈲みかわや、㈲

一誠館、㈲小国屋商店、㈲原田屋旅

館、㈱夏井商店、常盤屋商事㈱、㈲

高野ミシン商会、㈲寿司源、㈲マル

シゲ商会、㈱カネカ樋口金物店、十

日町興業㈱、㈱北原塗料店

中条地区＝㈱十日町オーテ、㈲オオ

タ電子、㈱福島建設

川治地区＝㈲ケンコー薬品、㈱山本

リース、㈲フルタ工芸、㈱清喜屋金

物店、㈲田中印刷所、㈱瀧政、マル

ー染工㈱、北越上下水道㈱、㈲旭産

業、㈲十日町織産、㈲新井型紙店、

ヤマニ車体工業㈲、㈱村山興業、㈲

志なのや、㈲沖建設、㈱辰巳建築設

計事務所

六箇地区＝㈱鷹の湯

※お名前は9月10日受け付け分まで

　博物館へ（各種資料）＝樋口亮一

（上町）村山勇（新宮2）富井伊松

（本町1上）竹内元一（川治下町2）

小林由弘（水口）星野元一（下山）

中町保夫（為永）太田益夫（南鐙坂）

丸山幸男（城之古1）山田正（水口）

佐藤善治（四日町新田3）岩田孝一

（寿町1）上田幸治（梅沢）福島力松

（峠）佐藤茂太郎（峠）村山憲吾（岩野）

金沢六平（太田島2）斉木弘（春日町

3）田村達夫（中条旭町）小林耕作

（水口）佐野良吉（稲荷町3東）藤

木秀三（中条旭町）小宮山佳枝（宮

下町西）高橋アキ（川西町）花ケ崎盛

明（上越市）宮善鉄工所（本町5）

吉沢織物㈱（本町1下）

　社会福祉事業へ＝服部みよの（本

町1上・10万円…喜寿祝）岡村建治

　（1，000円）十日町市農業協同組合

　（25，860円）ボーイスカウト十日町

第一団（13，976円…街頭募金）中条

、旭町児童会（13，676円…廃品回収）

川崎信夫（川西町r18，600円）

　なかさわ作業所へ＝関口潔・（カラ

ーテレビ1台）

　交通遺児等援助基金（11月末現在

：842万5，680円）・＝十日町オートク

ラブ代表渡辺進（3万円）

⑦作業停電
東北電力㈱十日町営業所奮52－3107

　12月16日㈱午後1時～4時◆太田

島1、馬場4の一部　午後0時半～

1時・午後4時～4時半◆南雲、大

石、中在家、水沢市ノ沢の全部

　12月17日困午前9時半～正午◆稲

荷町3本通り、稲荷町西、西本町1・

2、南新田町1の各一部

　12月18日働午前9時～正午◆背戸

の全部◆中町、下町、中条島の一部

（蓼昭和63年度訓練生㊥胡轟臨驚糞ヲ幣蕊

応募資格　高等学校を卒業された人（来春の卒業見込みを含む）で色覚が特に

　　　　問題のない人であれば応募できます。

科　　名 定員 訓練期間 開始月 訓　　練　　内　　容

工芸織物 20人 1力年 4月
織物の組織・分解・設計等の関連知識と

服地・紬・帯・タペストリ等の製織実習

染色工芸 20人 1力年 4月
浸染・捺染等の関連知識と型染表禅染技

法によるきもの・のれん等の染色加工実習

デザイン 20人 1力年 4月
文様についての歴史・原理・形式等の関連

知識と図柄の描き方・著彩法等の制作実習

澹態魅態魅《◎民爺o轡　　　　体育課　　（総合体育館内智52－4377）

　　　　　　　　　　　　　　　　牒

鯉導男顎萎諾
スタート：63年1月2日㊤午前

〉受け付け

〉開会式
〉集合場所

コ　ー　ス

料
先
り

加
込
切

　
　
め

参
申
締

繊劉隣饗饗㌔　鍵…購

午前8時30分～9時40分

午前10時～

十日町中学校体育館

10km：十日町中グラウンドー国道252号出口（北原）折返し

5km：十日町中グラウンドー中町地内折返し

3km：十日町中グラウンドー交通公園入口（上原）折返し

児童・生徒：700円　大人：1，500円（※申込時に納入してください）

総合体育館または大久保善雄（新座2大英織物㈱内智52－2916）へ。

12月20日（日）※当日は受け付けません。

　　十日町スイミング

　　スクールから

國自由遊泳時間の変更

期　間　12月1日～63年3月末まで

時　間　午後1時～3時

罐）年末年始
　12月27日（日）午後～1月3日（日）まで

唖匪Dの体育施設

無料開放日は⑳国囹）です

ユ4



［二協劒8毯

年未年始の市役所業務

　市役所では、12月29日（火》から1月

3日（日）まで平常業務を休ませていた

だきます。

　ただし、市民課、税務課、保健衛

生課、会計課の窓口は29日（幻は1日

中、30日㈱は午前中業務を行います。

簿勃
始
す

年
ま

末
み

年
休

羽根川荘・四ツ冒荘
　　　　　　　　　　　　●

　12月28日（月）～1月4日（月）

　羽根川荘については1月15日（小

正月）も休みます。

また来年もよろしくお願いします。

クロス10年末年始の

休館・営業

　〈休館日〉

●12月27日（日）物産ホールのみ（た

　　　　　　な卸しのため）

●12月28日（月）から1月1日働

●12月13日（日）から3月13日（日）の間の

　日曜日（2月14日（日）は除く）

〈営業日〉

●1月2日仕）、3日（日）は午前10時か

　ら午後3時まで

●1月4日（月）からは通常営業します。

年末年始のこみ収集

12月31日（木）～1月4日（月）まで

休みます。

★ごみの持ち込みは、つぎのとおり

　です。

　焼却場……12月31日（木）午前中まで

　高城沢……12月30日㈹まで

12月10日から通れます

　　　　　　　　　　　　　肇

　　墨鵬餐騰輔

騒　圏［

ユ5　　とFお．ガ♂膨■5昭和62年12月10日

市役所智57－3111（〒948千歳町3－3）

固定資産税の申告・届出を忘れないでね

土地の申告・家屋の届出は

償却資産の申告は

63年1月20日㈱までに

63年1月30日仕）までに

　《土地》

　住宅の敷地として使っている土地は、事務所・店舗などの住宅以外の土地に

比べ、特例により税金が軽減されるしくみになっています。

　62年中につぎのとおり異動した人は申告が必要となります。

　①住宅の敷地でなかった土地に住宅を新築または増築した人

　②住宅をとりこわし、または事務所・店舗など住宅以外のものにかえた人

　《家屋》

　住宅または事務所・店舗などの家屋を62年中にとりこわした人は届出をして

ください。

　〉土地の申告・家屋の届出は印鑑が必要です。

　《償却資産》

　会社や個人で工場や商店を経営している人がその事業のために用いることが

できる機械・器具・備品等をいいます。この償却資産を所有する個人、法人等

は、63年1月1日現在の資産を申告していただくことになっています。また、

62年中に償却資産を所有した事業所も申告が必要です。

■問い合わせ先　税務課固定資産税係（奮内線111・112）へ。

スパイクタイヤの使用自粛

のお願い　　新潟県

　県では、スパイクタイヤの使用に

よって生ずる道路の被害や粉じんの

発生を防止するために、　「スパイク

タイヤ不使用」の周知に努めていま

す。62年冬期もタイヤメーカー各社

に対し、スタッドレスタイヤの販売

拡大を指導し、その普及促進に取り

組んでいます。ドライバーの皆さん、

冬期間は安全運転に心がけるととも

に「スパイクタイヤ」の自粛にご協

力をお願いします。

ρ
9ザレズ

翌

　　冬の火災予防

消えたかな！

　　　気になるあの火もう一度

　今年1月から11月24日までに市内

で発生した火災は19件です。このう

ち建物火災は10件（全焼2棟、半焼

2棟、部分焼6棟）となっています。

　冬は、火気を多く使用しますので、

つぎのことに注意しましょう。

①火気のまわりを整理整とんする。

②暖房機器の給油、移動は消火を確

　認する。

③天ぷら鍋の使用中は、その場を離

　れない。

④ガスボンベ、配管などは雪囲いを

　する。

⑤幼児、老人などは避難しやすい場

　所に寝かせる。

12月交通安全キャンペーン

12月11日働～63年1月10日（日）

年末年始の

　　交通事故防止運動

～たった1杯の酒が事故をまねく～

★運転するときは酒を飲まない。

★酒を飲んだら運転しない。

★運転する人には酒を飲ませない。

（亘亘）交通事故発生状況（）内61年

市町村名 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市 11（12） 20（15） 0（0）

川西町 1（O） 1（O） 0（O）

津南町 8（5） 9（5） O（O）

中里村 3（1） 4（1） 0（O）

小　　計 23（18〉 34（21） 0（0）

累　　計 164（164） 202（202） 2（4）
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の句碑（3）聖衆院芭蕉

水
野
町
・
聖
衆
院
の
境
内
、
駐
車
場

の
一
角
に
「
芭
蕉
翁
」
の
三
字
を
刻
ん

だ
碑
が
見
ら
れ
る
。
文
字
が
緑
に
彩
ら

れ
、
だ
れ
の
目
に
も
“
そ
れ
”
と
わ
か

る
趣
向
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
碑
の
背
面
に
は
、

　
　
春
も
ぐ
・

　
　
　
け
し
き
ど
・
の
ぶ
月
ど
梅

の
一
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
句
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

芭
蕉
が
元
禄
六
年
一
月
に
詠
ん
だ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
ば
ろ

で
、
句
意
は
月
光
の
朧
と
梅
花
の
ほ
こ

ろ
び
で
春
の
け
は
い
が
し
だ
い
に
と
と

の
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ヤ
つ
ろ

　
台
石
の
北
面
に
は
「
可
楽
庵
桃
路
建

之
」
と
建
立
者
が
、
南
面
に
は
「
寛
政

四
年
六
月
十
二
日
」
の
歳
月
が
刻
ま
れ

て
い
る
。

　
寛
政
四
年
は
芭
蕉
翁
百
年
忌
に
当
た

る
。
桃
路
が
翁
の
百
年
忌
を
期
し
て
こ

の
碑
を
建
て
た
こ
と
は
、
碑
の
建
立
の

二
年
前
、
こ
れ
も
百
年
忌
の
記
念
に
と

壱
岐
、
対
馬
ま
で
含
む
六
十
余
州
か
ら

　
　
　
　
じ
よ
ヤ
つ
し

集
句
し
て
上
梓
し
た
句
集
『
花
鳥
風
月

集
』
序
中
に
、
　
「
翁
の
跡
を
し
た
ひ
遠

き
百
と
せ
の
忌
を
と
ぶ
ら
ハ
ん
と
…
…

（
中
略
）
…
…
未
の
世
に
な
が
く
く
ち

ざ
ら
ん
名
を
石
に
き
ざ
み
…
…
」
の
文

が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　
桃
路
、
姓
は
根
津
、
名
は
五
郎
右
衛

門
。
当
時
六
軒
問
屋
の
内
に
数
え
ら
れ

た
松
村
屋
の
お
じ
じ
で
、
越
後
俳
壇
を

代
表
す
る
一
人
で
あ
っ
た
。
先
に
上
げ

た
『
花
鳥
風
月
集
』
の
ほ
か
、
最
上
屋

　
　
　
さ
ん
し

の
隠
居
出
之
と
と
も
に
安
永
二
年
の
夏
、

涼
を
求
め
て
立
山
へ
の
風
詠
登
山
行
を

ま
と
め
た
『
星
の
や
ど
り
』
、
自
ら
の

　
　
　
　
　
　
伊
勢
吟
杖
記
『
俳
譜
伊

聖衆院に建つ「芭蕉翁」

勢
物
語
』
の
稿
本
が
あ

る
。
幕
末
、
十
日
町
正

風
会
を
主
催
し
た
根
津

か
ん
と
く

閑
得
は
彼
の
孫
で
あ
る
。

元
禄
七
年
、
蕉
翁
逝
っ

て
の
三
百
年
忌
が
間
も

な
く
や
っ
て
く
る
。
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全
国
統
計
大
会
で

　
　
通
産
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぶ

　
　
　
　
高
橋
庸
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
袋
町
東
・
5
0
歳
）

　
十
月
二
十
九
日
、
新
潟
県
民
会
館
で

行
わ
れ
た
全
国
統
計
大
会
の
席
上
、
多

年
に
わ
た
る
調
査
員
と
し
て
の
献
身
的

な
努
力
が
認
め
ら
れ
て
通
商
産
業
大
臣

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年
以
来
、

国
勢
調
査
、
工
業
統
計
調
査
を
は
じ
め

数
多
く
の
統
計
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
で
も
他
の
調
査
員
の
模
範
と
な
り

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
気
さ
く
な
人
柄
の
持
ち
主
。
地
域
の

調
査
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
顔
な
じ
み
で
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
訪
問
し
た
時

『
ご
苦
労
さ
ん
で
す
』
と
い
う
あ
い
さ

つ
が
返
っ
て
く
る
と
そ
の
苦
労
も
忘
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
」
と
。

　
こ
の
た
び
の
受
賞
の
喜
び
を
「
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
家
族
の

励
ま
し
と
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」

と
、
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
「
調
査
し
た
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね

か
ら
経
済
動
向
を
示
す
指
標
が
生
ま
れ

る
、
こ
れ
が
一
つ
の
魅
力
で
も
あ
り
ま

す
」
。
委
嘱
さ
れ
て
い
る
六
十
五
人
の
調

査
員
と
の
つ
き
合
い
も
生
ま
れ
、
全
員

で
年
一
度
の
研
修
旅
行
も
楽
し
み
の
一

つ
だ
そ
う
で
す
。
趣
味
は
詩
吟
。
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総
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今
月
の
特
集
「
公
民
館
」
は
い
か
が

　
で
し
た
か
。
取
材
し
て
い
て
幼
・
少
年
、

　
青
年
、
婦
人
、
成
人
、
老
人
な
ど
、
多

　
く
の
メ
ニ
ュ
ー
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
　
今
回
十
二
人
の
方
か
ら
多
く
の
こ
と

　
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で

　
お
聞
き
し
た
こ
と
す
べ
て
を
お
知
ら
せ

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん

　
全
員
、
　
「
来
て
み
れ
ば
と
て
も
た
め
に

　
な
る
ん
だ
が
な
…
…
」
と
惜
し
ん
で
い

　
ま
し
た
。

　
　
　
「
来
年
は
何
か
や
っ
て
み
よ
う
か
…

　
…
」
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
方

　
は
一
度
、
皆
さ
ん
の
”
茶
の
間
”
を
の

　
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
年
も
あ
と

　
わ
ず
か
で
す
。
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く

　
だ
さ
い
。

　 耀糊　
綿

・
　
　
　
　
　
　
　
　
連
務
肝

　
韻
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齢がま：妙自然

　　ムラサキシキブ⑨

　山地に普通に生える落葉低木で

高さ1～3㍍になケ）ます。秋、優
　　　　　　　　

雅な紫色の果実をつけます。実の

風情を美化して、源氏物語の作者

紫式部の名に重ねて呼んだもので

す。あまり山の草木に関心のない

人も、この名前だけは忘れないよ

うです。

　紫色の果実は、葉が落ちた後も

残り、枯れ木、枯れ草の中でひと

きわ目立ちます。

　材は、まっすぐで丈夫なので、
はし

箸、げんのうや洋傘の柄などに用

いられたということです。

市の木

市の花山つつ

ユ6人国のう謬き
11月30日現在
住民基本台帳

人口47，603人（前月比一43）男23，367人（一19）女24，236（一24）世帯数12，349（一6）




